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かれること、その前半から後半へと繋がる文脈がいかにあるかを追究するものである。とくに前半が「古」か
ら始まり、それを承けて後半が「故曰」とあることの意味を考察し、「古」が、原初の時間を示すことで日本書
紀の作品そのものを切り開くものであることを見届けた論である。論は詳細であり、先行研究の確認や批判も
手厚くなされており、世界の形成と神々の生成という、冒頭における二つのテーマを並行的且つ有機的に語る
メカニズムとして把握し、日本書紀に独自な問題として捉えかえしたところが高く評価される。ただし、論者
の主たる考察に比して、漢籍受容の考察は更により整理したかたちで提示されるのが望ましく、また「古」は
時制であり「故曰」は接続詞としての機能であって異なるゆえに、両者の対応関係については更なる論が必要
である。 
 上記のように、分析にあたってなお課題を残すところもあるが、論全体は、従来の作品論的研究とは別の観
点をとり入れることによって、作品における構造的な差異を明確に示し、とりわけ本論にみる物語論的研究は、
作品論的研究を更におし進めて新たな展開を提示しており、既に上代の学界でもその研究方法が認められ、レ
ベルの高い研究雑誌に成果がいくつか発表されている。今後とも、上代の散文作品の研究に寄与することが期
待されるものである。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
